
具体的施策（案）

～安心・安全の鴨川をめざして～

本資料は整備のイメージを説明するものです。
今後、鴨川府民会議やパブリックコメントにおいて
ご意見を伺いアクションプランを作成します。
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満杯での流下能力（掘り込み区間）※

HWLでの流下能力※※

年 水

流量
m3/s

※満杯での流下能力は、堤防高と堤内地盤高の高い方を評価高として設定している。
※※HWLでの流下能力。出町橋より上流は、堤防高-余裕高で評価。
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○ ：特に流下能力が低い区間
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現状と課題

河川改修の着実な推進

○鴨川で洪水を安全に流下させることのできる流量は、660m3/s（1/3確率）～870m3/s （1/5確率）程度であり、鴨川の疎
通能力は、まだまだ不十分である。
○京川橋付近、近鉄橋梁から七条大橋の区間は流下能力が低く、築堤区間であるため、破堤した場合、壊滅的な被害のお
それがある。

洪水を安全に流せる水位

築堤区間

堤内地盤が洪水位より低い
下流ネック箇所

◆特に流下能力が低い区間の解消（桂川合流点から鳥羽大橋間）

～安心・安全の鴨川を目指して～

下流築堤区間で
流下能力が低い区間

2

掘込区間

堤内地盤が洪水位より高い

堤防満杯の水位

掘込区間

堤防満杯の水位

洪水を安全に流せる水位



鳥羽大橋

陶化橋

七条大橋

三条大橋

桂

川

●自然に配慮した高水敷・堤防整備

桂川合流点から鳥羽大橋間が下流ネック箇所となっており、この区間
の低水路拡幅等を行い、整備計画流量（1/30確率）が安全に流下でき
る河道整備を行う。「緑の回廊」区間は、四季を感じる緑化を図り、「水
とのふれあい回廊」区間は、なだらかな勾配にするほか、堤防から堤内
地への連続性に配慮して整備する。

高水敷の芝生緑化、堤防法面の低木植栽等、
四季を感じる回廊を創出

木工沈床、袋詰め根固め等、生物環境
にも配慮した自然な水際を再生

緩やかな勾配を持たせた高水敷

低水護岸

掘削掘削

掘削

低水護岸

対応策

－自然に配慮した整備のイメージ－

河川改修の着実な推進

－低水路拡幅等の整備イメージ－

～安心・安全の鴨川を目指して～

御池大橋

高水敷整備

勧進橋

井堰改修

河川区域内
行為の整理

高水敷整備 四条大橋
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●井堰改修

河床掘削や低水路の拡幅など、河道改修に伴う改築
が必要となるため、施設管理者と協議を進め、改修等を
実施する。

●河川区域内行為の整理

河川区域内の耕作地など、低水路の拡幅や河川管理の
支障となる行為を整理するため、関係者との調整を進める。

龍門堰 桂川合流点付近

対応策

河川改修の着実な推進
～安心・安全の鴨川を目指して～

桂
川

鴨
川
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多発する集中豪雨への対応

○近年、強い台風や梅雨前線などがもたらす大雨（大規模豪雨）により、全国
で毎年のように大規模な水害が発生している。平成２４年８月１４日の京都
府南部豪雨では、戦後最大降雨の約２倍の3時間最大雨量を記録した。

○限られた範囲に急激に強い雨を降らせる局地的な大雨（局地的豪雨）により、
中小河川の流域で浸水被害が多発している。平成１６年８月７日の局所的・
短時間豪雨により、三条大橋付近で高水敷が冠水した。

現状と課題
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京都土木10分間雨量

荒神橋水位

平成１６年８月７日鴨川（雨量・水位）
雨量
(mm)

水位
(m)

１７：２０
大雨・洪水注意報発令

１８：２０
大雨・洪水警報発
令 １９：４０

大雨・洪水警報解除

１９：００
最高水位１．５２ｍ

２０：４４
大雨・洪水注意報解除

指定水位　０．８ｍ

警戒水位　１．６ｍ

堤防高　 ５．６ｍ
危険水位２．５ｍ

最大時間雨量 ７６mm
(18 :00～19 :00 )

三条大橋付近の状況（平成１６年８月７日）
写真提供）京都新聞社

～安心・安全の鴨川を目指して～

平成16年8月7日洪水の概要
総雨量 １０５mm
（鹿ヶ谷観測所）
時間雨量 １０２mm
（鹿ヶ谷観測所）
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現状と課題

○昭和10年に未曾有の大水害が発生した。
○死者12名、浸水家屋2万4千以上、41橋中32橋梁が流出した。

経験のない大規模洪水への備え
～安心・安全の鴨川を目指して～

三条大橋

四条大橋付近の氾濫状況

浸水の状況梅雨前線（日雨量２６９．９㎜）
９時間に２３５㎜／時間４０㎜前後が４回

○１時間に５０ミリ以上の「非常に激しい雨」が降る頻
度が、過去３０～４０年で３割余り増え、今世紀末ごろ
には現在の１・６５倍に上る恐れがある。

朝日新聞デジタル（平成25年7月8日）
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経験のない大規模洪水への備え
～安心・安全の鴨川を目指して～

総雨量

宇治（宇治市） ３０７㎜
（昭和28年台風13号 202.6㎜ 昭和61豪雨 216.5㎜）
寺田（城陽市） ３３２㎜ 八幡（八幡市） ２８９㎜

１時間雨量

宇治（宇治市） ７４㎜
（京都降雨式で50年確率 昭和61年豪雨 64㎜）
寺田（城陽市） ７９㎜
八幡（八幡市） １０３㎜ （200年確率を超える）

３時間雨量

宇治（宇治市） １８６㎜
（昭和28年台風13号 109㎜ 昭和61年豪雨 115.5㎜
寺田（城陽市） １６１㎜
八幡（八幡市） １８７㎜

宇治市役所

城陽市役所

宇治田原町役場
久御山町役場八幡市役所

大山崎町役場

■強い雨を降らす雨雲が帯状のエリアへと次々に流れ込む

■山城北部地域で数時間にわたり降水量が集中した

186mm
74mm

○府南部に大被害をもたらした昭和61年豪雨を超える集中豪雨
○戦後最大降雨の昭和28年台風第13号豪雨の約２倍の3時間最大雨量

国交省Xバンドレーダ

平成２４年８月１４日 京都府南部豪雨の特徴
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現状と課題



経験のない大規模洪水への備え
～安心・安全の鴨川を目指して～

一級河川淀川水系宇治川圏域 位置図

里川

大福川 奥山田川

田原川

禅定寺川

大導寺川

糠塚川

犬打川
滝ノ口川

符作川

門口川

井川

名木川

石詰川

志津川
戦川

新田川
弥陀次郎川

濠川

宇治川派流

東
高
瀬
川

笠取川

山科川

堂の川

合場川

四宮川

安祥寺川

旧安祥寺川

西野山川

西野山川支流

藤尾川

古川

七瀬川

東高瀬川

宇治川

主な浸水箇所

弥陀次郎川 毎日新聞ヘリ

京滋バイパス(戦川)で水没産経新聞

国道ｱﾝﾀﾞｰﾊﾟｽ（宇治市） 朝日新聞

■大きな降水量を記録した帯状のエリアに浸水被害が集中

■強い雨で中小河川が氾濫し低地の市街地が浸水

志津川家屋流出し死者2名古川上流地域（城陽市）

天井川の堤防が欠壊
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～安心・安全の鴨川を目指して～

経験のない大規模洪水への備え

○大型の台風第１２号は動きが遅く勢力を保っていたため、長時間台風周辺に湿った空気が流れ込み、西日本から北日本
にかけて、広い範囲で記録的な大雨となった。
○特に紀伊半島では降り始めの８月３０日１７時からの総降水量が、多い所で１，８００ミリを超えた。
○8月30日17時から9月6日までの総降水量（奈良県上北山1808.5mm 三重県宮川1620.5mm 和歌山県西川1152.5mm）

国交省HPより 9

現状と課題 平成２３年８月 台風１２号の被害状況



●河川情報板設置等による情報発信の多様化
防災情報提供のための河川情報板を設置する。

洪水時などの非常時には、雨量・水位・洪水予報などの防災情報の
提供を行い、河川内からの避難を促す。

対応策

●洪水予報システムの精度向上
現行の雨量観測所のデータを用いた洪水予報システムを、X バンド
レーダの詳細な雨量データを用いたシステムに移行し、洪水予報の精
度向上を図る。

兵庫県豊岡市のまるまちハザードマップ

橋脚に設置（広島県三次市）

雨量観測所
データ Xバンドレーダ

データ

現行の洪水予報システム（イメージ） 新しい洪水予報システム（イメージ）

情報提供
情報提供

精度アップ

きめ細やかな情報

詳細なデータ

～安心・安全の鴨川を目指して～

由良川の河川情報板

治水記念館の案内

レーダ雨量表示

情報板（水位表示）
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多発する集中豪雨への対応

雨量観測所
データ
＋

また、平常時には、防災に関する住民意識向上のための情報発信
を行うとともに、利用者の利便性向上のための観光情報等に河川情
報板を活用する。

◆速くてわかりやすい防災情報の提供



対応策

●鴨川流域の治水安全度のさらなる向上方策検討
1/50、1/100に対応した計画の検討を行う。

～安心・安全の鴨川を目指して～

河川整備計画

荒神橋 1,000m3/s

1/30確率：113.1mm/3h

河道改修

荒神橋 1,500m3/s

1/100確率：137.7mm/3h

河道改修

流域対策

ソフト対策

＋

＋

貯留浸透施設等

将来計画

経験のない大規模洪水への備え
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中州・寄州の管理状況図

鴨川の適切な維持管理

●全体計画の中間年における点検・評価と後半の河床整正

河床整正を実施した区間の堆積状況や生態系、自然環境への影響
について中間年の点検・評価を実施する。その結果を踏まえ、引き続
き河床整正を実施する。

河床整正の状況（丸太町橋下流）

現状と課題

対応策

◆中州・寄州の管理

～安心・安全の鴨川を目指して～

○二条大橋から柊野堰堤の区間は、20年程度でほぼ乾陸化する状況
であることから、概ね10年程度のサイクルで河床整正を実施するこ
ととしており、計画どおりに実施してきた。河床整正は延長で54%の
進捗が図れている。

中州・寄州管理
対象範囲（鴨川）

中州・寄州管理
対象範囲（高野川）
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損傷している護岸（鴨川） 損傷している落差工（高野川）

対応策

◆河川構造物の定期点検・修繕

●河川構造物の定期点検・修繕
日常の点検や監視を充実し、補修や計画的な更新を効率的に実施する。

鴨川の適切な維持管理

○頻発する集中豪雨をはじめ想定規模以上の外力による被害を最小限に抑えるために、これまで整備されてきた堤
防や護岸などの河川管理施設が、その機能を適正に維持し続けていくことが必要である。
○鴨川や高野川においては、河床洗掘によって護岸の基礎が露出する等、深掘れや施設の老朽化による護岸損傷
が顕著になってきている。

現状と課題

～安心・安全の鴨川を目指して～
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具体的施策（案）

～千年の都・京都の美しい鴨川をめざして～

14

本資料は整備のイメージを説明するものです。
今後、鴨川府民会議やパブリックコメントにおいて
ご意見を伺いアクションプランを作成します。
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現状と課題

良好な水辺環境の保全

○最近では、温暖化に伴う気候変化による集中豪雨の多発や台風の強度の一層の増大、少雨傾向の深刻化な
ど、過去の経験が通用しなくなる事態が生じる可能性がある。
○現時点で得られれている流況データをみると、長期的に平均流量が低下傾向にある。
○これらの傾向を的確に把握し、対応策を検討するために、適切な頻度や精度で流況等のデータを取得するこ
とが不可欠であるが、現時点では十分な観測体制が整備できていない。

対応策

●流況の把握（水位、流量、水温、水質等）
降雨特性の変化による洪水被害、渇水被害への対応策を立案するための基礎データを取得するために、引き
続き、高水流量観測だけでなく、低水流量観測を適切な頻度、精度で実施するとともに、水温・水質等のデータを
適切に把握する。

年平均流量（m3/s）（深草）

～千年の都・京都の美しい鴨川をめざして～

気象庁 気候変動監視レポート 2012より月降水量の異常少雨の年間出現数の変化

1地
点
あ
た
り
の
年
間
出
現
数

降
水
量
平
年
比
（
％
）
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現状と課題

歴史都市・京都にある鴨川の保全

○鴨川は我が国随一の歴史・文化を有する京都の発展を支えてきた
川といえる。この鴨川にふさわしい景観を保全していくことは極めて
重要である。
○鴨川条例、鴨川納涼床審査基準に係るガイドライン等の運用にもと
づき、鴨川の景観改善を図ってきた。
○店舗等は先斗町側に表、鴨川には裏の顔を見せており、エアコン
の室外機等が景観を損なっている。

対応策

●二条大橋から五条大橋間の修景

鴨川の中でも利用者が多く最も人目を惹く区間であり、広域的な
鴨川の顔ともいえる場所である。建物等と鴨川が一体となった、歴
史都市・京都にふさわしい風情を創出するため、室外機前面に格子
等を設置するなど、修景整備を検討する。

●鴨川に望ましい景観の検討
鴨川全体の望ましい景観形成を目的として、引き続き検討を行う。

室外機

～千年の都・京都の美しい鴨川をめざして～

風情ある夕暮れ時の納涼床
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現状と課題

河川区域内行為の整理

○桂川合流点付近及び勧進橋上流左岸には、大規模な河川区域内行為があり、一般の自由使用を阻害し
ているほか、治水対策やジョギングロード整備の支障となっている。

対応策

●河川区域内行為の解消を図るため、関係者等と協議を進める。

桂川合流点付近の耕作地

～千年の都・京都の美しい鴨川をめざして～

勧進橋上流左岸 丸太町橋右岸

桂
川

鴨
川
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具体的施策（案）

～より一層多くの人々から親しまれる鴨川をめざして～

18

本資料は整備のイメージを説明するものです。
今後、鴨川府民会議やパブリックコメントにおいて
ご意見を伺いアクションプランを作成します。



～より一層多くの人々から親しまれる鴨川をめざして～

鴨川の持つ魅力“楽しみ、憩い、ふれあい”の空間創出

○空間利用

• 鴨川の河川空間は、三条大橋から四条大橋付近に代表されるように盛んに利用されている。

• 鴨川ギャラリーなどの試行を通じ、鴨川の情報発信などに取り組んでいる。

• また、現時点では昼間の利用はされているが、他の河川でみられるような夕刻時などの独特の

雰囲気を楽しむなどの利用はされていない。

• 周辺にも種々の施設があるが、連携して河川空間を利用する機会は少ない。

盛んに利用されている鴨川 ギャラリーの整備

現状と課題
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～より一層多くの人々から親しまれる鴨川をめざして～

鴨川の持つ魅力“楽しみ、憩い、ふれあい”の空間創出

4
○自然環境

鴨川は植物、魚類、鳥類など大都市を流れる河川としては、豊かな自然を有して
いるが、落差工による縦断の連続性の遮断や、河床材料の移動が少ないなどの課
題がある。近年、ブルーギル、オオクチバス、ミシシッピアカミミガメ、ヌートリアなど
外来生物が確認されており、鴨川本来の生態系に対する影響が懸念されている。

①鳥羽大橋 ②三条大橋 ③賀茂大橋 ④洛北発電所

H21水辺の国勢調査結果

現状と課題

3

2

1

ブルーギル

ブラックバス 20



～より一層多くの人々から親しまれる鴨川をめざして～

鴨川の持つ魅力“楽しみ、憩い、ふれあい”の空間創出

対応策

●黄昏時利用スポットの充実（照明設置、自然エネルギーの導入等）

黄昏時の利用者の安全確保や洪水時の流況監視等の河川管理、水防活動の支援と安全確保のため、照明
設置を検討する。

さらに、設置場所によっては平常時にはライトアップ等で鴨川の魅力向上を図る。あわせて自然エネルギー利
用の可能性についても検討を行う。

黄昏時にも川べりにはたくさんの利用者がある

夜間時の高水流観の様子

CCTVの画像（夜間）CCTVの画像（昼間）
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～より一層多くの人々から親しまれる鴨川をめざして～

鴨川の持つ魅力“楽しみ、憩い、ふれあい”の空間創出

対応策

●光による演出（ライトアップ等）
“光の演出”により、新たな賑わいを創出し、利用時間拡大の検討を図る。

嵐山花灯路

小水力発電等でライトアップされた渡月橋と嵐
山の光が桂川の水面に映り込む。

清渓川（韓国）

昼間だけではなく、ライトアップにより夜にも楽し
める空間。

（京都・花灯路推進協議会HPより）

［検討のポイント］

安全性の確保、後背地との調整、生態系への影響、維持管理費および消費エネルギー
量、コンペや社会実験等デザイン選定手法

［具体区間案］
賀茂大橋－御池大橋右岸、賀茂大橋－出雲路橋・蓼倉橋間

［取り組み事例］

検討エリア
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東横掘川（大阪市）

「東横掘川ライトアップ デザインアイデアコ
ンペ」を実施（平成19年）。同年１２月の1ヶ月
間、一部を実験的に試行。

（東横掘川ライティング実行委員会HPより）

～より一層多くの人々から親しまれる鴨川をめざして～

鴨川の持つ魅力“楽しみ、憩い、ふれあい”の空間創出

大川（大阪市）

対岸のサクラ並木や橋梁のライトアップ、水面への投光に
より、川の駅周辺の夜間利用が増加。

［取り組み事例］

23



●川の自然体験スポットの創出

（国交省HPより）

プログラム「流れる水のはたらき」（東京都 府中四谷小学校）

ライフジャケットや流速計などの資材を借り受け、人間ダ
ムで流水の体感などのプログラムを実施。

（横浜市HPより）

水辺の楽校（横浜市 梅田川）

子ども達の自然体験拠点として、緩傾斜護
岸、中州等が整備。

～より一層多くの人々から親しまれる鴨川をめざして～

鴨川の持つ魅力“楽しみ、憩い、ふれあい”の空間創出

［検討のポイント］

総合学習等における環境学習利用の状況とニーズの把握、自然および水防の学習形態
の検討、‘鴨川探検！再発見！’における試行、水際への緩傾斜河岸、サイン、観察池等の
観察施設や副読本、ビデオ等の教材の検討、運用体制の検討。

［具体区間案］
小学校が1ｋｍ以内に立地し、背後土地利用が住居系地域となる桂川合流点～小枝橋
［取り組み事例］

検討エリア

対応策
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●鴨川ギャラリー等の整備（文化発信）

出町橋 二条大橋

～より一層多くの人々から親しまれる鴨川をめざして～

鴨川の持つ魅力“楽しみ、憩い、ふれあい”の空間創出

橋下空間の歴史文化発信の場としての有効活用と河川環境の改善を図るため、鴨川府
民会議での意見を参考に、「鴨川ギャラリー」として二条大橋と出町橋の２箇所で試行した。

［具体区間案］
七条大橋－御薗橋間の１９橋のうち設置可能な１０橋（うち２橋について試行済み）。

設置検討箇所

設置済箇所

対応策
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～より一層多くの人々から親しまれる鴨川をめざして～

鴨川の持つ魅力“楽しみ、憩い、ふれあい”の空間創出

●植物園と協働したフラワースポットの整備

北山地区は、植物園ほか様々な文化施設が集積し、これらを活かした京都の文化力
を発信するため、周辺を「北山文化環境ゾーン」と位置づけ、検討を進めているところで
ある。

植
物
園

フラワー
スポット

フラワー
スポット

北山文化環境ゾーン

検討エリア

フラワー
スポット

フラワー
スポット

設置イメージ

設置イメージ 設置イメージ

北山文化環境
ゾーン未来図

当該エリアに含まれる鴨川のあり方
を府立植物園と協働などにより検討
する。また、植物園内の展示とあわせ
て高水敷等にフラワースポット等を設
置し、四季それぞれの花の色を加え
ることにより、鴨川の魅力向上を図る。

対応策
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高野橋下流（亀）

賀茂川・高野川合流点
（亀・千鳥）

二条大橋上流（舟・千鳥）北山大橋下流
（三角おむすび）

荒神橋上流（亀）

西賀茂
（土砂に埋もれ不連続）

●飛び石による回廊ルートの強化

～より一層多くの人々から親しまれる鴨川をめざして～

鴨川の持つ魅力“楽しみ、憩い、ふれあい”の空間創出

緑の回廊

花の回廊

飛び石設置の検討

人々が亀等を模した飛び石を渡る姿は、鴨川
を代表する風景の一つとも言える。現在の設置状
況は、二条大橋から上流に６基が整備されている。

［具体区間案］

「花の回路」や「緑の回廊」との連続性を確保す
るため、七条大橋－御池大橋間において、飛び石
設置を検討する。

対応策
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● 水辺環境の保全・再生（魚道設置、瀬・淵再生等）

～より一層多くの人々から親しまれる鴨川をめざして～

鴨川の持つ魅力“楽しみ、憩い、ふれあい”の空間創出

出雲路橋上流から望む落差工 北山大橋上流

清らかに澄んだ水が谷川となって流れ集まるといった「山紫水明」の鴨川の情景を守り育て、次世代に引き
継いでいかなければならない。

大都市を流れる河川にあって、様々な動植物が生息・生育する豊かな自然環境を有しているため、落差工
が連続した鴨川の情景に配慮しながら、 魚道設置や瀬・淵の再生といった水辺環境の保全・再生を図る。

魚道設置については、水辺の国勢調査（魚類）の結果等から支障となる横断工作物や遡上を誘導する魚
種等を調査検討する。

対応策
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●鴨川探検等体験学習や環境教育の展開（次世代教育）

鴨川の魅力を改めて発見し、川への理解を深め、防災や河川愛護、
自然環境保全への関心と主体的な取り組みの輪を広めてもらうことを
目的として、鴨川探検を引き続き推進する。

今後は、鴨川探検を発展させて主体的な取り組みの輪を広めてもら
う活動を推進するとともに、NPOや大学とも連携を図り、次世代教育の
推進を図る。

平成25年 春の鴨川ウォーク水辺の自然観察会

平成24年 鴨川の生きもの観察＆水質調査

～より一層多くの人々から親しまれる鴨川をめざして～

NPOや大学、地域との連携・協働

対応策

現状と課題

○鴨川府民会議により、河川環境の整備及び保全に関する事項につ
いて、府、府民、事業者及び京都市が意見交換する体制を築いてき
た。また、「鴨川探検！再発見！」を開催し、防災や河川愛護、自然
環境保全への関心を高めてもらう取り組みを推進してきた。

○生活様式の変化や危険であるとの意識により、年少者から成人まで、
川と人との距離が離れてきている。
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